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がん対策･2
「がん対策基本法」が 2006 年 6 月に成立し，2007 年 4 月に施行されますが，
新時代の対がん総合戦略の本格化を前に，前号と本号の 2 回にわたって，多角
的な視点から「がん対策」を取り上げてみました．
わが国では，世界的に最も多くの種類のがん検診が，公共政策の一環として

実施されています．しかし，自治体の財政難の影響で，その費用対効果を含め
た評価の視点が重要となっています．そこで本号では，最近のがんの罹患状況
や疫学的特徴，および各種がん検診の有効性の評価に関する最新の研究成果を
踏まえながら，より効果的・効率的ながん検診の実施に向けた見直しの方向性
を学びたいと考えました．また，PET(Positron Emission Tomography)などの
新しい検査法を応用したがん検診の問題点や，将来性，がん検診を含めたがん
対策の経済学的評価についての概説もお願いしました．
ところで，がんは，かつては成人病，最近は生活習慣病の 1 つとされていま

す．しかしながら，発がんの要因としては生活習慣だけでなく，ウイルス・細
菌などの微生物や大気中の環境化学物質などの関与も大きいことがわかってき
ましたので，このような発がんリスクに関する最近の知見についても総説して
いただきました．さらに，がんの地域ケアに関連した話題としては，がん患者
の QOL の向上を目指した緩和医療の現状や，保健師等による在宅療養支援な
どについても紹介します．
前号と本号の特集とを合わせてみると，がん対策は，非常に多岐にわたる課

題を公衆衛生関係者に提供している分野であり，公衆衛生の重要課題であるこ
とを改めて実感できるのではないかと思います．
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